
資料 3

DEETに 関するデユーク大学の文献

1. Effects of daily dermai application of DEET and perinethrin, alone and

in ёombination, on sensorimotor perforrnanee, b10od‐ brain bar「 ior, and

bloOd¨testis barder in rats「 DEET等のラツトヘの反復皮膚塗布による感覚

運動機能、血液―脳関門 (Ё BB,)、 血液―精巣関門 (BTB)に対する影響」

A.Abdel― Rahman, θr aみ Ja″rJ7∂ノ0√

『
oX■cOたリッ′″σ fr7t/1ilrO″ J77θ″raノ 〃ea〃

/7, PartA, 62: 523‐ 541(2001) (参考資料 No.1)

【概要】

・ bEE丁 (4:40,400mgノ ko)を ラ ツトに60日 間皮膚塗布した場合における、

血液―脳関門、血液=精 単関門、感覚運動機能に与える影響を調査 したところ、

特定 の脳領域において8BB透過性が減少 し、感覚運動機能にも影響が見られ

た。

・ 具体的には、脳幹へのBBB透過性 とBTB透過性が有意に低下したとともに、

感覚運動機能が用量および時間依存的に減少 した。

2. LoComotor and ,ensorimOtor perfOrrnance deficit in rats fo‖ owlng expos

ure to py"dostigmine bromide,DEET,and lormethnn,alone and in com

bination「 pyridostlgmine brё mide,DЁ ETお よび permeth「 inの 単独または併

用使用によるラツトの自発運動、:感覚運動機能に対する欠陥」

M. B. AbouLDonia θr aん  
「

oxicoio9ica/Salile″ σθs 60, 305-314 (2001)

(参考資料No.2)

【概要】

・ DEET(40mgノkg)を ラツトに45日 間皮膚塗布後、感覚運動機能における

変化を調査したとこう、感覚運動機能に異常が現れ、脳内特定領域における

コリン神経系 (AChEお よびmAChR)に 変化が見られた。

・ 具体的には、神経行動上の欠損および部位特異的なコリンエステラーゼお

よびアセチルコリン受容体へのリガンド結合の上昇などが見られた。

3. Subchronic ciermai appiicaiion of N, N-ciieihyi m-ioiuamicie (DEET) anci

permethrin to adult rats, alone or in combination, causes diffuse neuron

al cell death and cytoskeletat abnormalities in the cerebral cortex and t
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he hippocampuSi and Purkinje neurOn loss in the cerebe‖ urn FDEE丁 等

のラ ツ トヘの皮膚塗布による大脳皮質 と海馬における神経細胞死と細胞骨格

異常、および小脳にお けるプルキンエ神経の欠損」

A.Abdel―Rahman, θ′′ι Expθ〃″θ″たノ /Va″わノσα/172, 153‐ 171(2001)
・                 (参 考資料 No:3)

【概要】
。 DEIT(40mgノkg)を成熟雄ラツトに60日 間皮膚塗布したところ、 大脳皮

質、海馬、小脳において神経細胞死を弓|き 起こすことが明らかになつた。

・ 具体的には、大脳皮質の運動領、歯状回、海馬、小脳における生存神経密

度の減少、退行性神経細胞数の増加、微細管結合蛋白MAp2の 減少、海馬や

Jヽ 脳で星細胞の過形成が認められた。

4. NeurologiCal deficits induced by malathion, DEET, and permethrin, a10n

e or in combina‖ On in adult rats「 ラ ツトにおけるDEET等 による神経欠損」

A.Abdel‐ Rahman θr aん ya″″′/οrゐχicο 09v θ/7σ fr7ZJilra″″θ″ra/Hea〃

力, PartA, 67: 331「 356, 2004

(参考資料 No.4)|

【概要】

・ DEET(40mg′k9)を ラ ツトに30日 間皮膚塗布 し、感覚運動機能の神経行

動学的評価 を行 つたところ、実生活において曝露される量では、明白な神経

毒性の兆候は現れないが、顕著な神経行動上の欠陥および脳神経の変性を引

き起 こすことが明らかとなつた。              ′

・ 具体的にはヽinciined plane performanceの 減少、 forepaw gttp timeの 短

:縮 、bea m―walk scorbsの 減少 ,beam― walk timeの 上昇、大脳皮質および小

脳 におけるコ リンエステラーゼ活性の上昇、歯状回および海馬のCAlに お け

る生存神経密度の減少、死亡神経密度の上昇、などが見られた。さらに、組

織学的には、歯状回、海馬のCAl、 CA3サブフ イTル ト、中脳、脳幹、小脳

において生存神経密度が減少した。
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